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【各委員会の決算審査】
町行政の予算執行は適切か？
【主な条例審議】
「空き家対策についての条例」が可決！

 PICK UP!【条例審議と討論】
議員提出の議案が否決！
【請願＆陳情】
新設町道の運用見直しは？
【抗議決議・意見書】
基地外ホテル等の借り上げを問う
【一般質問】
13人が登壇！町政を問う！
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特別会計決算
事業会計決算

国民健康保険特別会計

フィッシャリーナ整備工事 2億4,144万6千円

コミュニティバス導入検討事業 3,917万8千円

桑江中学校防音機能復旧事業 1億3,531万9千円

北玉小学校及び
幼稚園屋根瓦改修事業

後期高齢者医療特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

水道事業剰余金処分について

小学校
幼稚園

合　計

5，933万7千円
1，302万5千円

7，236万3千円

168168億円億円のの歳入
令和元年度の
主な事業

歳入総額

歳出総額

差引残高

・・・・・・・・・・ 38億7,822万5,404円

・・・・・・・・・・ 38億6,477万5,465円

・・・・・・・・・・・・・・・ 1,344万9,939円

＊前年度決算額と比較
歳入（7.4％減）　歳出（7.0％減）

歳入総額

歳出総額

差引残高

・・・・・・・・・・・ 3億8,283万9,646円

・・・・・・・・・・・・・・ 3億8,171万885円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 112万8,761円

当年度の未処分利益剰余金
・・・・・・・・・・・・1億3，286万6,840円

＊前年度決算額と比較
歳入（3.2％増）　歳出（3.9％増）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

・・・・・・・・・・ 9億3,260万8,275円

・・・・・・・・・・ 8億3,139万5,164円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 88万9,900円

・・・・・・・・・・・・・ 8,650万9,583円

給水人口　2万8,832人

年間総給水量　425万6,940㎥　有収率は94.1％

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

・・・・・・・・・・ 7億6,370万8,867円

・・・・・・・・・・ 6億8,323万1,108円

・・・・・・・・・・ 3億1,503万5,320円

・・・・・・・・・・ 4億2,607万7,392円

給水人口　2万7609人
年間総処理水量　578万9239㎥
有収率は100％　下水量普及率（98.6％）  
水洗化率（97.1％）

決
算
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定
と
主
な
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業
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用語の解説 用語の解説

民生費　老人福祉や児童福
祉、障害者福祉等の運営などに
使うお金

教育費　小中学校や幼稚園
の教育環境の整備、生涯学習、
文化財保護などに使うお金

総務費　交通安全対策、振興
計画策定、庁舎の管理などに使
うお金

土木費　町道の舗装補修、
道路の新設改良、河川の整備、
町営住宅建設などに使われる
お金

衛生費　各種健診や予防接
種、ごみやし尿の処理、ごみ減
量化推進などに使うお金

公債費 町が学校を建てたり、
道路を造ったりするときに借り
たお金を返すためのお金

農林水産業費　農林水産業
の振興、漁港施設の整備などに
使うお金

商工費　町内商工業の振興
や金融対策、観光振興などに使
うお金

その他 災害復旧費、労働費、
消防費、諸支出金など

歳入総額  168億4,787万9,762円
歳出総額  157億3,204万4,039円
   差  引　   11億1,583万5,723円

＊前年度決算額と比較

歳入（1.2％増）　歳出（0.2％減）

町税　町民や町内事業所など
が納める税金

財産収入　公有財産のうち
行政財産を除いた財産の貸付
や運用等による収入

繰入金　基金の取崩しなどに
より繰り入れたお金

繰越金　決算上剰余金が生じ
た場合、翌年度の財源として繰
越しする

その他　分担金及び負担金、
使用料及び手数料、寄附金、
諸収入など

国庫支出金　地方公共団
体が提供する特定の行政サー
ビスに対し、国から負担金や補
助金などの名称で交付される
お金

県支出金　町が行う事業に
対して県が交付するお金

各種交付金　地方消費税交
付金などの各種交付金

地方交付税　所得税など国
が徴収した税金の中から、町の
財政状況に応じて交付される
お金

町債　大きな事業を行うため
に、国や県及び金融機関から借
り入れたお金

地方譲与税　自動車重量税
の一部など、元々の地方税とし
て納めるべきものを国税として
徴収し町に譲与されたお金

町税
55億1,141万1,534円

その他
16億4,042万2,430円

公債費
8億1,778万16円

財産収入
4億297万7,285円

繰入金
16億6,363万3,320円

繰越金
8億7,329万5,419円
その他

7億8,833万9,385円

国庫支出金
30億7,942万666円

県支出金
13億2,896万4,884円

各種交付金
13億739万2,263円

地方交付税
10億1,459万6,000円

町債
8億1,621万円

衛生費
9億582万4,003円

土木費
19億1,875万979円

総務費
23億5,856万9,635円

教育費
23億6,032万7,955円

民生費
49億704万4,359円

農林水産業費
4億716万3,901円

商工費
2億6,248万1,324円

議会費
1億5,367万9,437円

依
存
財
源

自
主
財
源

地方譲与税
6,163万9,006円

一　般　会　計
歳出総額

157億3,204万4,039円

歳入総額

168億4,787万9,762円
157億円 168億円

令和元年度
決算まちづくりまちづくり億円億円のの
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認
定
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臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表

閉会中の継続審査及び継続調査・議員派遣の件
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令和2年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
について
令和2年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
について

令和2年度北谷町水道事業会計補正予算（第１号）について

令和2年度北谷町下水道事業会計補正予算（第１号）について

令和元年度北谷町水道事業剰余金処分について

令和元年度北谷町一般会計歳入歳出決算認定について

令和元年度北谷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について
令和元年度北谷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

令和元年度北谷町水道事業会計決算認定について

令和元年度北谷町下水道事業会計決算認定について

北谷町教育委員会委員の任命について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見者

嘉手納基地への立ち入り調査の要求決議

北谷浄水場への嘉手納基地由来の取水を止め、血中濃度
調査を実施する意見書

北谷町議会政務活動費の交付に関する条例の
一部を改正する条例について

新型コロナウイルス感染症対策に係る定期予防接種並びに
インフルエンザ予防接種についての要望について（周知）

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について（要請）

人生百年時代におけるシルバー人材センターの決意と支援
の要望
嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉手納基地由来の
ＰＦＡＳ汚染水の取水を止める陳情

令和３年度福祉施策及び予算の充実について（要請）

子ども達の命と地域の安全を守る為の新設町道の
運用見直しを求める請願書

砂辺地域の虫食い状態となっている国有地の一括借り上げ等を求める決議書提出に関する請願書【総務財政常任委員会】
陳情書公営競技サテライト誘致申請について（お願い）【経済工務常任委員会】
北谷町に気候非常事態宣言を求める陳情書【文教厚生常任委員会】

北谷町議会議員研修会（議会基本条例制定に向けて）　令和２年１０月１４日(水)
町村議会議員・事務局職員研修会　令和２年１０月２３日（金）

選挙管理委員会事務局が分掌する事務について【総務財政常任委員会】

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は（－）、疾病の欠席者は
（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は(欠）としています。法律により、審議に加われない議案につい
ては（除）としています。議長は（議)としています。 議長に事故等がある場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。
議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利(表決権)はなく、可否同数の場合に決定する権利(裁決権)があります。特別多数決で法定さ
れたものは議長にも表決権があります。
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継続調査

議員派遣の件

PICK up
P11

PICK up
P12

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

ちゃたん町議会だより No.101 2020（令和2）年11月発行5

　第500回　北谷町議会臨時会〈令和２年７月８日（水）〉

　第501回　北谷町議会臨時会〈令和２年７月１７日（金）〉

　第502回　北谷町議会臨時会〈令和２年７月２２日（水）〉

　第503回　北谷町議会臨時会〈令和２年８月１８日（火）〉

　第504回　北谷町議会定例会〈令和２年９月８日（火）～９月２５日（金）〉
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

議

議

議

議

議

議

在沖米海兵隊異動者の町内ホテル隔離措置及び在沖米軍関
係者の新型コロナウイルス感染拡大に対する抗議決議
在沖米海兵隊異動者の町内ホテル隔離措置及び在沖米軍関
係者の新型コロナウイルス感染拡大に対する意見書
後を絶たない米軍人・軍属による道路交通法違反事件に対
する抗議決議
後を絶たない米軍人・軍属による道路交通法違反事件に対
する意見書
米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓練に対する抗議
決議

米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓練に対する意見書

令和2年度北谷町一般会計補正予算（第４号）について

令和２年度サンセットビーチ改良工事請負契約について

令和元年度奈留川排水路ＰＯＬ部分改修工事請負契約の
変更について

財産の取得について

米軍の新型コロナウイルス感染者拡大に伴う基地
外ホテル等の借上げに対する抗議決議
米軍の新型コロナウイルス感染者拡大に伴う基地
外ホテル等の借上げに対する意見書

令和2年度桑江伊平地区５号街区公園整備工事請負契約に
ついて

令和２年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約について

北谷小学校空調機機能復旧工事請負契約について

米軍嘉手納基地所属Ｆ－15戦闘機からの部品落下事故に対
する抗議決議
米軍嘉手納基地所属Ｆ－15戦闘機からの部品落下事故に対
する意見書

北谷町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定
について

北谷町空家等対策の推進に関する条例の制定に
ついて

北谷町税条例の一部を改正する条例について

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

住居表示の実施区域と方法について

令和2年度北谷町一般会計補正予算（第５号）について

米軍嘉手納基地内における危険物取扱施設火災に対する意
見書

米軍嘉手納基地内における危険物取扱施設火災に対する抗
議決議

PICK up
P10

PICK up
P14

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表
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各
委
員
会
の
決
算
審
査
／
40
周
年
町
民
表
彰
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歳入歳出決算認定令和元年度の一般会計令和元年度の一般会計
「予算執行は適切か」 各委員会で各課

～ 5人の元議員が表彰されました ～
自治の振興発展への貢献を讃え表彰！

町民福祉の向上に尽力し
町議会議員として 議会トピック！町制施行 周年40

　「
心
の
教
室
相
談
員
事
業
」９
１
０
万
６
千
９
３
０
円
の
成
果

と
課
題
は

　
主
に
教
室
に
入
れ
な
い
子
の
対
応
、登
校
支
援
に
力
を
い
れ
て

お
り
、子
ど
も
が
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と

が
成
果
。課
題
は
相
談
員
勤
務
時
間
が
短
く
ケ
ー
ス
会
議
へ
の
参

加
が
で
き
な
か
っ
た
。令
和
２
年
度
に
改
善
し
て
い
る
。

A Q　「
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
事
業
費
」９
３
万
２
９
３
円
の
成
果
と
課

題
は

　
成
果
と
し
て
、講
座
参
加
率
が
５
０
０
人
と
盛
況
だ
っ
た
。男

性
受
講
率
が
目
標
の
25
％
を
超
え
、30
％
と
大
成
功
。課
題
は
こ

の
状
況
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
。そ
の
他
、沖
縄
の
打
楽
器
、

三
板
の
講
座
が
応
募
多
数
。充
実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

A Q　「
北
谷
城
保
存
整
備
事
業
」２
千
２
６
７
万
７
千
９
２
０
円
の

財
源
と
詳
細
は

　
一
般
財
源
と
補
助
が
あ
る
。跡
地
に
つ
い
て
は
内
閣
府
の
補
助

金
を
活
用
。資
料
整
理
業
務
は
文
化
庁
の
補
助
金
を
活
用
し
、ど

ち
ら
も
補
助
率
は
80
％
。本
来
単
費
だ
っ
た
が
内
閣
府
の
補
助
が

あ
っ
た
。

A Q 各
事
業「
成
果
」と「
課
題
」を
共
有

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

稲嶺 盛仁
（20年間）

金城 紀昭
（12年間）

※敬称略

大嶺 勇
（18年間）

洲鎌 長榮
（17年間）

中村 重一
いなみね きんじょうおおみね すがまなかむら せいじん のりあきいさむ ちょうえいしげかず

（32年間）
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各
委
員
会
の
決
算
審
査

　「
観
光
誘
客
推
進
事
業
」７
６
９
万
３
千
３
６
７
円
の
内
容
の

う
ち
観
光
客
国
別
推
移
は

　
観
光
案
内
窓
口
で
の
利
用
者
数
は
年
間
６
万
３
千
６
６
５

人
。主
な
内
訳
は
日
本
人
２
万
６
千
１
５
７
人
。中
国
１
万
５
千

２
４
４
人
、台
湾
９
千
２
５
５
人
、韓
国
８
千
１
０
６
人
、ア
メ

リ
カ
１
千
８
３
３
人
と
な
っ
て
い
る
。例
年
韓
国
の
観
光
客
が

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、７
月
頃
か
ら
日
韓
関
係
悪
化
の
影
響
で
大

幅
に
減
少
。ま
た
、他
国
の
利
用
者
に
お
い
て
も
10
月
の
首
里
城

火
災
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
伴
い
、前
年
度

よ
り
１
万
８
３
５
人
減
少
。

A Q　「
上
勢
頭
５５
号
線
改
良
事
業
」１
千
５
６
万
６
千
７
２
１
円
の

内
容
は

　
用
地
購
入
費
及
び
物
件
補
償
費
と
し
て
７
０
９
万
７
千
円
を

繰
り
越
し
。理
由
は
、用
地
購
入
の
２
筆
の
地
権
者
解
除
が
手
続

き
中
で
あ
る
こ
と
、物
件
補
償
に
つ
い
て
は
１
件
の
物
件
除
去
が

改
良
工
事
と
並
行
し
て
進
め
る
た
め
、防
衛
局
と
の
調
整
が
終
了

次
第
工
事
発
注
予
定
。

A Q　「
住
居
表
示
事
業
」７
８
７
万
７
千
８
０
円
の
進
捗
に
つ
い
て

　
字
桃
原
、字
吉
原
、字
桑
江
を
対
象
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。栄

口
区
の
一
部
が
桃
原
１
丁
目
と
す
る
名
称
の
提
案
に
賛
同
が
得
ら

れ
て
い
な
い
。ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
説
明
会
が
持
て
て
い
な
い
。

A Q 観
光
客
、前
年
度
比
約
１
万
８
百
人
の
減

歳入歳出決算認定令和元年度の一般会計 歳入歳出決算認定令和元年度の一般会計
の「成果」と「課題」を確認「予算執行は適切か」 各委員会で各課

認
定

経
済
工
務
常
任
委
員
会

　
町
民
税
の
増
、固
定
資
産
税
の
増
の
要
因
は

　
町
民
税
は
、人
口
は
増
え
て
い
な
い
が
納
税
義
務
者
が
増
え
た
。

法
人
事
業
者（
２
１
４
件
増
）。国
定
資
産
税
は
、地
価
の
上
昇
に

よ
る
路
線
価
が
上
が
っ
た
こ
と
と
大
型
施
設
の
建
設
、新
築
家
屋

が
桑
江
伊
平
地
区
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
で
増
え
て
い
る
。

A Q　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
３
千
４
１
万
５
千
円
の
利
用
指
定
項

目
の
寄
附
状
況
は

　
町
長
が
指
定
す
る
事
業
に
、約
１
千
７
０
０
万
円
、子
供
の
育

成
に
約
８
０
０
万
円
、人
、自
然
、地
球
に
約
３
０
０
万
円
、ま
ち

づ
く
り
活
性
化
に
約
１
６
０
万
円
、歴
史
、文
化
に
約
45
万
円
、

健
康
い
き
が
い
に
約
44
万
円
の
寄
附
が
あ
る
。

A Q　「
観
光
防
災
力
強
化
事
業
」と
備
品
購
入
の
成
果
は

　
大
規
模
災
害
に
お
け
る
外
国
人
等
、観
光
客
避
難
民
に
対
す

る
た
め
の
備
蓄
品
等
を
購
入
し
た
事
業
。備
品
と
し
て
発
電
機
10

台
、備
蓄
品
と
し
て
飲
料
水
２
，２
０
０
本
、備
蓄
品
２
，２
０
０

食
、毛
布
３
０
０
枚
、災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
４
，５
０
０
個
、多
言

語
の
避
難
誘
導
看
板
設
置
箇
所
の
選
定
調
査
業
務
を
委
託
。

A Q　「
町
域
内
防
犯
灯
設
置
事
業
」の
内
容
を
伺
う

　
主
に
西
海
岸
各
地
域
に
設
置
し
て
い
た
青
色
防
犯
灯
1
0
０

灯
の
う
ち
95
灯
を
L
E
D
に
変
更
し
た
。

A Q 防
犯
灯
を
L
E
D
に
変
更
、西
海
岸
の
防
犯
強
化

総
務
財
政
常
任
委
員
会



㈲島設備・㈱創設備 建設工事共同企業体
工事期間：令和２年8月１８日から令和3年3月26日
請負額：1億3015万2千円

株式会社 興洋電子
取得額：6996万円

米軍嘉手納基地所属
F－１５戦闘機からの
部品落下事故

主な請負契約・財産取得主な請負契約・財産取得

抗議決議及び意見書抗議決議及び意見書

崎原土建㈱・㈱マルイ 特定建設工事共同企業体
工事期間：令和２年7月２２日から令和3年2月12日
請負額：2億2891万円

旭建設 株式会社
契約額の変更：1億703万円⇒1億2238万6千円

米軍嘉手納基地内に
おける危険物取扱
施設火災

米軍嘉手納基地内で
のパラシュート降下

訓練

FA－１８戦闘攻撃機
からのパネル落下

事故

後を絶たない米軍人・
軍属による道路交通
法違反事件

在沖海兵隊異動者の町
内ホテル隔離措置及び
在沖米軍関係者の新型
コロナウイルス感染拡大

米軍の新型コロナウイ
ルス感染者拡大に伴
う基地外ホテル等の

借上げ

新型コロナウイルス感
染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の
確保を求める意見書

サンセットビーチ改良工事請負契約 令和元年度奈留川排水路
POL部分改修工事請負契約の変更

有限会社 真栄工業
工事期間：令和２年８月１８日から令和3年３月１９日
請負額：1億1266万2千円

崎原土建 株式会社
工事期間：令和２年８月１８日から令和3年2月26日
請負額：8555万8千円
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美浜地区電線共同溝整備工事請負
契約

桑江伊平地区５号街区公園整備工事
請負契約

北谷小学校空調機機能復旧工事請負
契約

財産の取得（北谷町立小中学校LAN構築
業務（GIGAスクール構想）に係る機器購入）

主
な
請
負
契
約
・
財
産
取
得
／
抗
議
及
び
意
見
書



条
例
審
議
と
討
論
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条例の 制定 ・  改正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
未
だ
に
見
え
ず
、本
町
の

経
済
及
び
生
活
並
び
に
今
後
の
財
政
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
町
当
局
、町
民
事
業
者
と
共
に
北
谷
町
議
会
も一
丸
と
な
っ
て
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
る
意
思
を
示
す
も
の
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
予
算
等
の
議
論
の
中
で
、北
谷
町
議
会
も
議
論
を

し
、北
谷
町
へ
コ
ロ
ナ
対
策
の
要
請
も
行
っ
て
き
た
。来
年
度
、本
来
ど

お
り
の
税
収
が
あ
る
の
か
も
見
込
め
な
い
状
況
で
あ
り
、今
年
度
し
っ

か
り
と
削
減
出
来
る
と
こ
ろ
は
削
減
し
、私
達
個
人
の
身
を
削
り
な
が

ら
、政
務
活
動
費
を
減
額
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ

の
財
政
協
力
を
目
的
に
発
議
と
し
て
提
案
す
る
。

渡久地政志議員、玉那覇淑子議員

　
全
員
協
議
会
を
開

催
し
議
論
し
た
結
果
、

議
会
運
営
委
員
会
で

の
発
委
の
提
案
を
取

り
下
げ
、議
員
発
議
で

の
今
日
の
提
案
に
な
っ

て
い
る
。そ
の
た
め
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
言

え
な
い
。
今
ま
で
に

ず
っ
と
議
論
を
重
ね
て

き
た
。町
長
へ
議
会
と

し
て
要
請
文
も
出
し

て
い
る
。議
員
個
人
と

し
て
は
ど
う
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
を
含
め

今
日
の
提
案
で
あ
る
。

田
場
健
儀
議
員

賛 成 討 論 反 対 討 論

　
町
民
、企
業
が
苦
し

ん
で
い
る
。い
か
に
し

て
寄
り
添
い
、手
助
け

で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
時
、困
っ
て

い
る
方
を
助
け
る
と
い

う
意
味
で
は
政
務
活
動

費
を
交
付
の
要
求
を
せ

ず
、こ
の
１
６
２
万
円

と
い
う
金
額
を
今
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
使
え
る
よ

う
な
形
を
と
っ
た
ほ
う

が
良
い
。

友
利
勉
議
員

　
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
出
張

に
行
く
機
会
も
減
る
た

め
、政
務
活
動
費
な
ら
削

減
出
来
る
の
で
は
と
の
議

論
が
あ
り
、何
度
も
こ
れ

ま
で
話
し
合
い
を
積
み
重

ね
て
議
論
を
し
て
き
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。町
の

職
員
も
研
修
を
止
め
て

る
。そ
し
て
今
日
の
発
議

で
も
地
方
で
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書
も
可

決
し
て
い
る
。現
状
か
ら

か
ん
が
み
て
も
半
年
分
は

受
け
取
ら
ず
町
民
へ
還
元

す
べ
き
だ
。

宮
里
歩
議
員

　
政
務
活
動
費
を
返

し
た
く
な
い
と
い
う
話

で
は
な
い
。議
会
も
既

に
約
６
０
０
万
円
の
返

還
を
決
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

政
務
活
動
費
を
等
し

く
返
還
せ
よ
と
い
う

の
は
、あ
る
意
味
、高

圧
的
な
、ま
た
踏
み
絵

を
踏
ま
せ
る
よ
う
な
、

私
と
し
て
は
卑
劣
な

方
法
だ
と
思
っ
て
い

る
。議
員
の
質
を
高
め

る
た
め
に
我
々
は
力

を
注
ぐ
べ
き
。

高
安
克
成
議
員

　
政
務
活
動
費
は
、議

員
に
必
要
な
経
費
と
し

て
交
付
さ
れ
て
い
る
。

交
付
総
額
か
ら
支
出
の

総
額
を
控
除
し
て
財
預

金
が
あ
る
場
合
は
、返

還
を
し
て
い
る
。こ
う

い
う
中
で
、到
底
、半
分

を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
は

理
解
が
で
き
な
い
。政

務
活
動
費
を
効
果
的
に

活
用
し
、住
民
の
福
祉

向
上
に
も
つ
な
げ
て
い

け
る
。今
回
の
こ
の
政

務
活
動
費
の
カ
ッ
ト
に

対
し
て
反
対
。

宮
里
廣
議
員

　
議
論
は
重
ね
た
と
あ
っ

た
が
、一
向
に
議
論
が
深

ま
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら

れ
な
い
。明
確
な
思
い
が

あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、議

論
の
う
ち
に
入
っ
て
い
れ

ば
良
か
っ
た
が
見
え
て
こ

な
い
。今
回
は
敢
え
て
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
域
を
超

え
て
い
な
い
。そ
う
い
っ
た

条
例
の
改
正
だ
と
判
断
し

反
対
す
る
。

玉
城
靖
規
議
員

「
趣
旨
説
明
」

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
政
務
活
動
費
を
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
の
を
条
例

改
正
し
て
ま
で
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
正
で
は

な
い
と
い
う
根
拠
を
伺
う
。

「
主
な
質
疑
」

Q

条
例
改
正
を
し
な
け
れ
ば
減
額
と
い
う
も
の
は
出
来
な
い
。個
人

的
に
返
納
す
る
と
寄
附
行
為
に
当
た
る
た
め
、条
例
改
正
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
認
識
は
な
い
。

A
こ
の
予
算
は
先
輩
達
が
何
年
も
か
け
て
勝
ち
取
っ
た
制
度
で
あ
り
、

議
員
の
知
見
を
深
め
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
予
算
で
あ
っ
て
、一時
的
で

あ
ろ
う
と
も
減
ら
す
べ
き
で
な
い
。発
議
を
す
る
な
ら
ば
、突
如
本
日
、

こ
の
よ
う
に
、し
か
も
予
算
に
対
し
て
決
算
に
対
し
て
議
論
し
て
い
る

中
で
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
退
席
を
お
願
い
し
、唐
突
な
流
れ
の
中
で
、

全
会一致
で
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
事
が
疑
問
で
あ
る
。

Q

議
論
の
担
保
は
あ
る
程
度
取
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

発
議
し
た
。確
か
に
先
輩
達
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
も
の
。だ
か
ら
こ
そ

身
を
削
っ
て
、議
会
と
し
て
も
取
組
む
姿
勢
を
見
せ
る
の
が
良
い
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、こ
の
減
額
に
対
し
て
の
条
例
改
正
を
提
案
し

て
い
る
。

A

反対多数で

反対×
賛成◯

9名
8名

否
決

条 例
審 議

提出者は 議員  ・ 委員会 ・ 町長

北谷町議会政務活動費の交付に
関する条例の一部を改正する条例
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主
な
条
例
審
議

　
日
本
は
、人
口
減
少
社
会
を

迎
え
、全
国
的
に
管
理
不
全
の

空
家
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、地
域
に
お
い
て
防

災
、衛
生
、景
観
等
、問
題
と
な
っ

て
い
る
空
家
に
対
応
す
る
た
め

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
が
平
成
２６
年
に
制

定
さ
れ
た
。本
条
例
で
は
、法
に

基
づ
く
空
き
家
対
策
を
明
確
に

規
定
し
、防
災
上
緊
急
を
要
す

る
対
策
や
軽
微
な
対
策
を
補
完

す
る
こ
と
に
よ
り
、町
民
の
生

命
、身
体
又
は
財
産
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、そ
の
良
好
な
生
活

環
境
を
確
保
し
、も
っ
て
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。そ
こ
で
、北
谷
町
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
し
て
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、条
例
を
制
定
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

趣
旨
説
明

「
管
理
不
全
状
態
の
予
防
」が
大
前
提

提出者は 議員 ・ 委員会 ・  町長

防
災
上
緊
急
を
要
す
る
対

策
や
軽
微
な
対
策
を
補
完

し
た
い

　
５
条
に
つ
い
て
、「
空
家
等
活
用
し
、及
び
適

正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
る
が

内
容
は

　
空
家
を
管
理
不
全
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、積
極
的
に
空
家
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
。具
体
的
な
方
法
は
、所
有
者
の
判
断
に

任
せ
る
。

A Q　
９
条
に
つ
い
て
、「
管
理
不
全
状
態
に
な
る
こ

と
を
予
防
す
る
た
め
の
助
言
又
は
指
導
が
で

き
る
」と
あ
る
が
具
体
的
に
は

　
所
有
者
に
対
し
て
助
言
指
導
を
し
て
い
く
と

い
う
の
が
大
前
提
。助
言
指
導
に
従
わ
な
い
最
悪

の
場
合
、行
政
代
執
行
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

A Q　
１２
条
の「
緊
急
安
全
措
置
」と
は

　
台
風
時
を
想
定
。飛
来
物
が
飛
び
そ
う
な
場

合
に
、行
政
、自
治
会
長
や
近
所
の
方
等
、複
数
の

方
の
判
断
で
必
要
最
小
限
の
措
置
を
す
る
も
の
。

A Q 　
７
条
に
つ
い
て
、「
町
民
及
び
自
治
組
織
の
責

務
」と
な
っ
て
い
る
。町
民
に
対
し
て
も
義
務
が

あ
る
の
か
。行
政
か
ら
隣
近
所
の
町
民
に
枝
を

切
る
よ
う
求
め
る
場
合
は

　
責
務
に
つ
い
て
は
情
報
提
供
も
含
め
て
考
え

て
い
る
が
、あ
く
ま
で
努
力
義
務
。枝
を
切
っ
て

く
れ
と
行
政
が
要
請
し
て
も
拒
否
す
る
方
に
、

義
務
だ
か
ら
と
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。

A Q

審
査
後
の
委
員
長
報
告

「
行
政
代
執
行
が
可
能
に
な
る
」

審
査
過
程
の
主
な
質
疑

　
本
条
例
の
特
徴
は
、特
定
空
家
等
に
認
定

し
た
場
合
に
、市
町
村
に
よ
る
助
言
、指
導
、

勧
告
、命
令
を
経
て
、最
終
的
に
は
除
却
を

目
的
と
し
た
行
政
代
執
行
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、除
却
ま
で
に
は
至
ら
な
い
軽
微

な
実
効
策
や
緊
急
的
な
実
効
策
な
ど
に
つ

い
て
は
法
に
定
め
が
な
い
。そ
こ
で
、実
効
策

と
し
て
必
要
性
の
高
い「
緊
急
安
全
措
置

（
第
１２
条
）」や「
軽
微
な
措
置（
第
13
条
）」が

可
能
と
な
る
規
定
を
定
め
た
こ
と
が
特
徴
。

　
１４
条
の
情
報
提
供
は

　
審
議
会
で
必
要
に
応
じ
て
提
供
す
る
こ
と

を
想
定
、所
管
課
か
ら
税
務
課
等
に
情
報
の

照
会
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

A Q　
１５
条
の
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、報
酬
は

　
法
律
家
、建
築
家
、不
動
産
、福
祉
課
、行

政
職
員（
中
部
土
木
、消
防
、警
察
）ら
で
構

成
。報
酬
は
一
日
４
千
円
。

A Q　
代
執
行
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
ど
の
ぐ

ら
い
要
す
る
か

　
指
導
３
か
月
、勧
告
３
か
月
、命
令
３
か

月
、そ
し
て
最
終
的
に
行
政
代
執
行
と
な
り

９
か
月
を
要
す
る
。

A Q

条例の 制定  ・ 改正

本議会にて議員のcheck

経済工務常任委員会に審査を付託し、さらにcheck
ふ　　 たく

条 例
審 議

北谷町空家等対策の推進に
関する条例



請

願

&

陳

情

請

願

&

陳

情
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6件とも

採択

用
語
解
説

「請願」と「陳情（審査をする事としたもの）の５つのステップ

①審査：本会議において所管の委員会へ審査を付託
②報告：その結果を本会議で報告
③採決：議会として採択、不採択等の決定
④要請（要望）：採択した請願・陳情は町長等に送り、その実現に努力するよう求める
⑤通知：請願・陳情提出者へ結果（採択・不採択等）の通知

原則、年4回（3月、6月、9月、12月）開催される定例会の各開会日6日前（土曜日、日曜日、祝日を除き）
までです。この期限を過ぎたものは、議会事務局でお預かりし、次の定例会に協議されます。

請願書・陳情書の提出期限・提出場所等について

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、町
議
会
へ

「
請
願
」及
び「
陳
情
」を
提
出
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
請
願
は「
委
員
会
で
審
査
し
、議
会

と
し
て
意
思
決
定
」さ
れ
ま
す
。

陳
情
は「
審
査
や
議
会
の
意
思
決
定
の

必
要
性
を
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い

て
協
議
し
、そ
の
取
扱
い
を
決
定
」し

ま
す
。

た
だ
し
、議
会
と
し
て
審
査
及
び
意
思

決
定
を
行
わ
な
い
と
決
定
し
た
場
合

で
も
、全
議
員
へ
写
し
が
配
布
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
伝
え
ら
れ
ま
す
。な
お
、

個
々
の
訴
訟
や
個
々
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
に
か
か
わ
る
も
の
は
、審
議
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、町

議
会
へ
の
請
願
・
陳
情
は
ど
な
た
で
も

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、内
容

は
町
政
に
関
係
す
る
こ
と
で
す
。

※

請
願
に
は
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。

(

本
町
議
会
議
員
で
一
人
以
上)

  陳   情  陳   情

請願書・陳情書の書き方、
添付書類などはホームページを
ご覧いただくか議会事務局へ
お電話を（電話９３６－３３８２）

「
請
願
」や「
陳
情
」

っ
て
何
？

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
方
法
で
す
」

新型コロナウイルス感染症対策の係る
定期予防接種並びにインフルエンザ予
防接種についての要望について（周知）

一般社団法人中部地区医師会

地元産品奨励及び地元企業優先使用
について(要請)

北谷町商工会

県産品の優先使用について
（要請）

公益社団法人沖縄県工業連合会 他4団体 沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会

人生百年時代におけるシルバー人材セ
ンターの決意と支援の要望

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会
公益社団法人北谷シルバー人材センター

嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉
手納基地由来のPFAS汚染水の取水を
止める陳情
有機フッソ化合物（PFAS）汚染から市民の生命を守る連絡会

市民の生命を守る連合会

令和３年度福祉施策及び予算の充実に
ついて（要請）
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請

願

&

陳

情

請　願請　願

　
来
年
４
月
、北
谷
町
防
災

拠
点
施
設
の
道
路
が
絆
保

育
園
駐
車
場
側
に
開
口
予

定
。こ
れ
に
よ
り
救
急
車
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
車
両
、一

般
車
両
の
交
通
量
が
増
え
、

子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故

な
ど
の
危
険
性
が
高
く
な

る
と
請
願
者
の
訴
え
。さ
ら

に
、保
育
園
の
前
を
走
る
車

両
の
騒
音
の
中
、園
生
活
を

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
も
懸
念
。一
日
の
利
用

者
は
送
迎
を
含
め
６
４
０

人
の
人
々
や
車
両
が
出
入

り
し
て
い
る
。道
路
開
設

は
、子
ど
も
達
と
住
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
も

の
と
考
え
、運
用
見
直
し
を

求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ

た
。上
記
の
要
旨
を
採
択
す

る
か
が
議
題
で
あ
る
。

新
設
町
道
は
子
ど
も
の

命
を
危
険
に

子ども達の命と地域の安全を守る為の
新設町道の運用見直しを求める請願書
子ども達の命と地域の安全を守る為の
新設町道の運用見直しを求める請願書

提出された請願の要旨
① 開設道路の絆側の入り口の一般車両の通行禁止（緊急車両を除く）

② 開設道路の開口部分のゲート設置（緊急車両専用）
③ 絆保育園周辺におけるキッズゾーンの設定

④ 謝苅方面の道路を施して、栄口方面の往来を限りなく減らす
⑤ 子ども達の命を守る為の新設町道の運用見直しを求める請願書について意見書の提出を求める

趣
旨
・
内
容

　
議
会
は
、提
出
者
の
請
願

を
受
け
、経
済
工
務
常
任
委

員
会
で
慎
重
に
審
査
を
行

い
、そ
の
審
査
結
果
を
定
例

会
９
月
２5 
日
の
日
程
第
１３
に

て
議
題
と
な
っ
た
。委
員
会

審
査
の
結
果
は
、キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
設
定
の
要
望
の

み
を
一
部
採
択
す
る
と
報

告
さ
れ
た
。そ
れ
に
対
し
、

議
員
質
疑
や
討
論
で
は
、請

願
者
の
全
部
の
要
旨
を
採

択
す
る
必
要
性
を
求
め
て
、

一
部
採
択
に
反
対
の
意
見

も
出
た
。請
願
の
要
旨
を
一

部
採
択
す
る
か
、全
部
を
採

択
す
る
か
争
点
と
な
っ
た
。

　
採
決
の
方
法
に
つ
い
て

は
委
員
長
報
告
の
と
お
り

一
部
採
択
を
採
決
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。　

採
択
は「
一
部
」か

「
全
部
」か

論
点
・
争
点

経済工務常任委員長報告主な議員質疑
「一部採択するもの」として委員会で全会一致
防災拠点施設建設計画が平成２４年から始まり、新設町道
は昨年９月に議会議決がされた経緯がある。
審査は慎重に行われ、土木課、請願者から説明を受け、道路
開口部分のゲート設置について可能か協議を図り、回答を受
けた。委員会での討論は無く、一部採択するものとして全会
一致した。

　供用開始の場合、危ないという明確な認識は？
　認識があるかの審議はしていない。供用開始をしないと対
策や安全性の確保等々の議論は出来ない。
　グリーンベルト、ガードレール設置で道路が狭くなること
への議論は？
　狭いか広いかの議論は無い。何も無い状態よりは安全とい
う認識で土木課の説明を受けた。

賛成多数で

一部採択に
賛成◯
反対×

10名
7名

反 対 討 論

万
が
一
が
あ
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
。全
採
択
を
持
っ
て

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
定
の
み

は
請
願
者
、署
名
者
の
意
思

に
添
う
も
の
で
は
無
い
。説

明
会
が
無
か
っ
た
こ
と
が

一
番
の
問
題
。

「全部を採択し、住民の声に寄り添うべき」
仲
栄
真
惠
美
子
議
員

高
安
克
成
議
員

賛 成 討 論
「一部採択だが、対策と住民説明を今一度丁寧に」

入
口
の
一
般
車
両
の
通
行

禁
止
、ゲ
ー
ト
設
置
等
、そ

れ
以
上
の
有
効
な
対
策
な

ど
町
と
し
て
も
し
っ
か
り

と
対
策
を
し
て
頂
け
る
と

い
う
こ
と
で
、一
部
採
決
と

す
る
。

当
時
道
路
認
定
を
可
決
し

た
背
景
も
あ
る
。町
は
全
く

や
ら
な
い
、と
い
う
発
言
を

し
て
い
な
い
の
で
し
っ
か

り
注
視
し
て
い
く
。

渡
久
地
政
志
議
員

新
垣
千
秋
議
員

Q
A

Q

A



１９
年
１
月
、国
に
対
し
土
地
買
入

申
出
の
取
下
げ
が
申
請
さ
れ
、平

成
１９
年
度
に
予
定
し
て
い
た
実
施

計
画
の
策
定
業
務
は
見
送
る
こ

と
に
な
っ
た
。多
目
的
交
流
施
設

砂
辺
フ
レ
ン
ド
シ
ー
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）の
整
備
計
画
と
共
に
同

構
想
の
策
定
は
休
止
状
態
。砂
辺

区
民
か
ら
要
望
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
個
別
施
設
整
備
に
向
け
て
予

算
を
計
上
し
た
経
緯
が
あ
る
が

自
治
会
と
の
折
り
合
い
が
つ
か

ず
予
算
執
行
で
き
な
か
っ
た
。基

本
計
画
で
位
置
付
け
ら
れ
た
町

民
農
園
は
平
成
２７
年
度
に
開
園
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
に
向

け
今
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い

令
和
３
年
度
に
工
事
を
実
施
予

定
。現
状
に
即
し
た
事
業
の
見
直

し
を
検
討
。

　
防
衛
局
が
行
っ
て
い
る
砂
辺

国
有
地
の
有
償
で
の
使
用
許
可

に
つ
い
て
公
募
の
進
捗
状
況
を

伺
う

　
沖
縄
防
衛
局
よ
り
令
和
２
年

９
月
７
日
か
ら
２５
日
ま
で
を
受

付
期
間
と
し
て
一
般
公
募
を
開

始
す
る
予
定
と
連
絡
を
受
け
て

い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

つ
な
が
り
ご
み
処
理
費
用
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
当
該
事
業

の
実
施
に
よ
っ
て
地
球
温
暖
化

対
策
に
も
寄
与
。

　
基
本
計
画
策
定
後
、
約
１４
年

の
月
日
が
経
つ
。
現
在
、
計
画

は
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
か
。
砂

辺
区
民
は
計
画
の
実
現
を
今
も

待
ち
望
ん
で
い
る
が
今
後
の
考

え
は

　
国
と
協
議
中
に
砂
辺
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
跡
地
の
民
間
開
発
が

進
展
し
、土
地
所
有
者
か
ら
平
成

一部養豚の餌として利用しているが、可燃ごみとして収集して
いるため割合は把握していないＡきゅうなきゅうな もりみつもりみつ

喜友名 盛充 議員喜友名 盛充 議員

　
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

の
増
加
理
由
と
対
策
、一
般
財
源

の
推
移
を
伺
う

　
施
設
修
繕
費
や
老
朽
化
し
た

し
尿
処
理
施
設
の
建
設
負
担
金

の
新
規
計
上
、売
却
し
収
入
計
上

し
て
い
た
古
紙
類
の
取
り
扱
い

が
中
国
に
よ
る
古
紙
輸
入
規
制

等
の
影
響
で
逆
有
償
化
と
な
っ

た
こ
と
が
増
加
の
主
な
要
因
。抑

制
対
策
は
事
業
系
ご
み
の
処
理

手
数
料
改
定
や
事
業
系
指
定
ご

み
袋
導
入
の
検
討
、草
木
類
の

チ
ッ
プ
化
で
ご
み
の
減
量
及
び

堆
肥
化
、粗
大
ご
み
の
再
使
用
の

推
進
等
。負
担
金
支
出
に
係
る
一

般
財
源
は
年
々
増
加
傾
向
。

　
生
ご
み
処
理
に
つ
い
て
本
町

の
考
え
と
現
在
の
政
策
は

　
生
ご
み
処
理
容
器
に
よ
っ
て

堆
肥
化
し
活
用
す
る
こ
と
で
ご

み
の
減
量
化
が
図
れ
る
。生
ご
み

処
理
容
器
設
置
経
費
の
一
部
補

助
を
実
施
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
対
す
る

本
町
の
考
え
は

　
廃
棄
物
の
再
利
用
や
減
少
に

ご
み
減
量
化
対
策
、地
球

温
暖
化
防
止
策
に
つ
い
て

砂
辺
国
有
地
の
活
用
を

問
う

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

Ｑ 生活系ごみ・事業系ごみに含まれる生ごみの割合は

生ごみを分別しバイオマス事業で負担金の削減を！

詳しくは動画をCheck

有償で資材が置かれた砂辺国有地

一般質問一般質問 13人が登壇！町政を問う！13人が登壇！町政を問う！

一

般

質

問

ちゃたん町議会だより No.101 2020（令和2）年11月発行15 ちゃたん町議会だより No.101 2020（令和2）年11月発行 14

抗
議
決
議
・
意
見
書

5人の
議員が

発議!5人の
議員が

発議!

反 対 討 論 賛 成 討 論
渡
久
地
政
志
議
員

仲
栄
真
惠
美
子
議
員

喜
友
名
盛
充
議
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
は
こ
ち
ら
か
ら

米軍の新型コロナウイルス感染者拡大に伴う
基地外ホテル等の借り上げに対する抗議決議・意見書

高安克成議員
宮里廣議員

喜友名盛充議員
喜友名朝哲議員、仲栄真惠美子議員

　
去
る
15
日
に
基
地
対
策
特
別
委
員

会
で
議
論
し
17
日
に
在
沖
米
海
兵
隊

の
町
内
ホ
テ
ル
隔
離
措
置
及
び
在

沖
米
軍
関
係
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
対
す
る
抗
議
決

議
及
び
意
見
書
を
決
議
し
た
。基
地

対
策
特
別
委
員
会
で
は
、用
途
変
更

後
の
ホ
テ
ル
借
り
上
げ
に
つ
い
て
別

途
資
料
や
説
明
を
行
政
に
求
め
る

と
と
も
に
議
員
か
ら
の
意
見
聴
取

等
を
行
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
議
長

や
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
、

議
会
事
務
局
や
基
地
・
安
全
対
策
課

の
動
き
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
。

　
ま
た
、20
日
か
ら
の
ホ
テ
ル
借
り
上

げ
を
継
続
利
用
す
る
こ
と
は
宿
泊
者

の
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。当
該
ホ
テ
ル
の
空
き

部
屋
を
埋
め
る
た
め
の
営
業
努
力

は
理
解
す
る
が
、多
く
の
命
や
そ
の

未
来
を
守
り
風
評
被
害
等
の
影
響

を
避
け
る
た
め
に
も
発
議
す
る
。

主

　
　旨

Ｑ
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会
、議
長
、基
地
・
安
全
対
策
課
が
全
く
動

い
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、詳
細
は

Ａ
　
　
日
ま
で
の
間
、委
員
会
の
動
き
や(

議
会
事
務
局
へ
の)

指
示

は
な
い
と
聞
い
た
。

Ｑ
　
　
日
の
決
議
及
び
意
見
と
今
回
の
違
い
は

Ａ
　
①
当
該
ホ
テ
ル
従
業
員
へ
の
P
C
R
検
査
実
地
②
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
改
定
で
は
な
く
、今
回
に
限
っ
て
の
検
疫
等
の
改
定
③

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
定
義
を
明
確
に
し
周
知
す
る
こ
と
。

Ｑ
　
議
会
と
い
う
合
議
体
の
中
で
意
見
が
議
論
さ
れ
た
担
保
が
見
え

な
い
。基
地
対
策
特
別
委
員
会
で
取
組
、精
査
し
、手
順
を
踏
ん
だ

後
、し
っ
か
り
担
保
を
取
り
、上
げ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は

Ａ
　
急
務
の
た
め
委
員
会
に
付
託
せ
ず
発
議
と
し
た
。皆
さ
ん
と
は

今
後
議
論
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

Ｑ
　
ホ
テ
ル
借
り
上
げ
即
時
解
除
に
つ
い
て
、議
会
ま
た
は
組
織
と

し
て
解
除
を
要
求
し
た
時
、ホ
テ
ル
へ
の
影
響
は
議
論
し
た
の
か

Ａ
　
当
該
ホ
テ
ル
の
営
業
努
力
は
認
め
る
が
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と

に
関
し
て
は
容
認
で
き
な
い
。

Ｑ
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
や
他
の
委
員
に
賛
同
を
得
る
動

き
を
し
た
の
か

Ａ
　
議
長
か
ら
委
員
会
付
託
に
し
て
は
と
提
案
が
あ
っ
た
が
、早
急

な
対
応
が
必
要
と
判
断
し
た
。

主

な

質

疑

QAQAQQ Q AAA
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17
日
の
抗
議
決
議
の
中
で
出
入
国

に
関
し
て
も
基
地
内
で
管
理
し
て
ほ

し
い
と
訴
え
て
い
る
。法
的
根
拠
や

補
償
等
の
問
題
も
出
て
く
る
が
担
保

が
な
い
ま
ま
発
議
さ
れ
た
こ
と
に
危

機
感
が
あ
る
。本
来
な
ら
基
地
対
策

委
特
別
委
員
会
で
議
論
し
た
上
で
発

議
す
る
べ
き
。

　
発
議
す
る
こ
と
に
関
し
て
議
論
は

さ
れ
て
い
る
。ホ
テ
ル
従
業
員
が
無
症

状
感
染
者
だ
っ
た
場
合
、感
染
拡
大

に
つ
な
が
る
。従
業
員
の
P
C
R
検

査
も
行
う
べ
き
。

　
観
光
振
興
を
第
一
に
栄
え
て
き

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
米
軍
の
ホ
テ

ル
借
り
上
げ
に
よ
り
観
光
振
興
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。用
途
変
更

し
継
続
使
用
す
る
こ
と
を
許
し
て
は

い
け
な
い
。

賛成多数で

賛成
反対

12名
2名

意見書・
抗議決議は
こちらから！

提
案
者

賛
成
者

1:19:30位から
スタート！

1
時
間
19
分
30
秒
位
か
ら
ス
タ
ー
ト
！



　
各
運
動
遊
具
に
熱
中
症
対
策
の

屋
根
又
は
日
よ
け
が
不
可
欠
と
考

え
る
。屋
根
設
置
の
再
検
討
が
行

わ
れ
た
か

　
他
の
屋
外
施
設
の
利
用
と
同
様

に
、暑
さ
を
避
け
る
時
間
帯
で
の

利
用
や
、東
屋
や
緑
陰
で
の
休
憩

を
は
さ
む
な
ど
、公
園
利
用
者
自

身
で
熱
中
症
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
運
動
遊
具
設
置
場
所
や
広
場

の
植
栽
の
再
検
討
が
な
さ
れ
た
か

　
運
動
遊
具
間
の
安
全
領
域
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、動
的
な
利
用

形
態
の
遊
具
と
静
的
な
遊
具
と
の

動
線
が
交
錯
し
な
い
よ
う
に
分
離

し
て
配
置
す
る
計
画
。ま
た
、遊
具

施
設
エ
リ
ア
の
植
栽
に
つ
い
て
も

同
様
に
、安
全
領
域
を
考
慮
し
た

配
置
を
計
画
し
て
い
る
。

応
じ
た
有
効
な
料
金
や
サ
ー
ビ
ス

を
調
査
、検
討
す
る
。ま
た
、役
場

庁
舎
は
、既
存
の
電
気
料
金
と
電

力
自
由
化
に
よ
る
小
売
事
業
者
の

電
気
料
金
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

既
存
の
電
気
料
金
の
方
が
安
価
で

あ
る
と
試
算
さ
れ
た
。

地域特性を活かした「花と緑にあふれ、清潔で快適な魅力あ
る街並み」の創出に取り組むＡたまなはたまなは ひでこひでこ

玉那覇 淑子 議員玉那覇 淑子 議員

　
現
在
ま
で
に
ど
の
様
な
調
査
検

討
が
図
ら
れ
て
い
る
か

　
庁
舎
空
調
に
つ
い
て
は
更
新
準

備
を
進
め
て
い
る
。実
施
設
計
を

終
え
、次
年
度
よ
り
工
事
の
予
定
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」の
導
入
及
び

「
エ
コ
ウ
ィ
ン
製
品
の
導
入
」に
つ
い

て
関
係
事
業
者
や
設
計
事
業
者
と

協
議
・
検
討
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。庁
舎
以
外
の
施
設
は
、最
適

な
設
備
や
整
備
手
法
を
更
新
時
に

検
討
。

　
電
力
自
由
化
に
つ
い
て
の
本
町

の
考
え
は

　
各
家
庭
や
各
事
業
所
の
状
況
を

踏
ま
え
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ど
う

か
充
分
に
検
討
し
た
上
で
、電
力

事
業
者
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
の

判
断
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

　
電
力
自
由
化
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。ま
た
、本
町
と
し
て
電
力

自
由
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
検
討

さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。仮
に
新

電
力
事
業
所
へ
切
替
え
た
場
合
、

電
気
料
金
が
ど
の
く
ら
い
縮
減
さ

れ
る
か

　
各
施
設
の
規
模
や
利
用
形
態
に

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化

を
問
う

桑
江
伊
平
地
区
５
号
街

区
公
園
整
備
は

答 問答 問

答

答

問

問

答 問

Ｑ「花いっぱい運動発祥の地」の記念碑が昭和６２年１０月
３日建碑された。本町でも運動の発展を願うが所見は

詳しくは動画をCheck

屋根設置の再検討を望む。桑江伊平地区5号街区公園！
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学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め

の
対
策
は

　
可
能
な
限
り
今
年
度
の
教
育
課

程
内
の
見
直
し
を
図
り
学
習
内
容

の
重
点
化
を
進
め
て
い
る
。小
学

校
６
年
生
や
中
学
校
３
年
生
を

中
心
に
９
月
か
ら
学
習
指
導
員
を

追
加
配
置
。

　
先
生
方
の
負
担
増
の
状
況
は
。

負
担
軽
減
策
と
し
て
の
取
組
み
を

伺
う

　
９
月
か
ら
中
学
校
配
置
に
引
き

続
き
、新
た
に
小
学
校
へ「
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」を
追
加
配
置
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お

い
て
経
済
的
理
由
で
通
信
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
家
庭
数
と
そ
の
家

庭
へ
の
対
応
は

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
モ
バ

イ
ル
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の
提

供
割
合
や
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
等
を
用

い
た
対
応
に
つ
い
て
調
査
検
討
し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
未
整
備
家
庭
へ
の

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
む
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金

　
制
度
導
入
に
つ
い
て

●
動
物
愛
護
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
住
民
生
活
や
事
業
者
へ
の
町
独

自
の一
般
財
源（
自
主
財
源
）を
活

用
し
た
支
援
策
と
取
組
み
実
績

（
金
額
）を
伺
う

　
支
援
策
は
、美
浜
駐
車
場
受
益

者
分
担
金
の
減
免
、海
業
振
興
セ

ン
タ
ー
使
用
料
の
減
免
、温
水
利

用
型
健
康
運
動
施
設（
ち
ゅ
ら
ー

ゆ
）使
用
料
の
減
免
、事
業
者
経
済

対
策
支
援
に
係
る
窓
口
強
化
、児

童
生
徒
対
象
の
昼
食
支
援
事
業
、

学
校
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

感
染
症
対
策
備
品
等
購
入
等
。約

２
千
８
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
。

　
緊
急
小
口
資
金
、総
合
支
援
金

の
特
例
貸
付
受
付
件
数
と
貸
付

実
績
、外
国
籍
の
住
民
へ
の
貸
付

状
況
を
伺
う

　
緊
急
小
口
資
金
は
受
付
５
４
２

件
、貸
付
実
績
５
７
９
件
。郵
便

局
及
び
労
働
金
庫
の
受
付
件
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。総
合
支
援
資

金
は
受
付
３
５
７
件
、貸
付
実
績

３
５
２
件
。外
国
籍
住
民
の
申
請

は
８
月
未
現
在
で
全
体
の
約

１０
％
。

　
事
業
者
の
感
染
拡
大
防
止
対

策
へ
の
支
援
策
と
行
政
の
取
組
み

を
伺
う

　
関
係
事
業
者
と
連
携
し
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
の
共
通
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
・
配
付
し
た
。観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
製
作
し
新

た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
を
訴
求
す
る

情
報
を
発
信
す
る
予
定
。プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
が
使
用
可
能
な
事

業
者
登
録
の
際
に
感
染
症
拡
大
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
は

前年は、約２９０世帯で推移し保護率約１.３％
今年の同期間もおおむね数字の上では横ばいの状況Ａ 友利 勉 議員友利 勉 議員

ともりともり つとむつとむ

答 問答 問

答 問

答 問答 問答 問

Ｑ 生活保護申請者の３月から８月までの前年同月世
帯数比較と前年同月比率は

「北谷日常」YouTubeでも北谷をPRしています！(北谷日常YouTubeより)

詳しくは動画をCheck

生
徒
の
学
習
指
導
等
を

問
う

教育ICT環境の整備は、経済的格差の無いように配慮を（文部科学省ホームページより）
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現
状
で
の
不
登
校
児
童・生
徒

を
把
握
し
て
い
る
か

　
８
月
集
計
の
デ
ー
タ
か
ら
不
登

校
生
徒
数
は
、小
学
校
５
人
、中

学
校
１７
人
。心
の
ケ
ア
が
必
要
な

不
登
校
や
保
健
室
登
校
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
、学
年
会
、教
育
相
談

部
会
等
で
対
象
児
童
生
徒
の
共
通

理
解
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
待
機
児
童
数
及
び
保
育
士
不

足
へ
の
対
応
策
は

　
待
機
児
童
数
は
２３
人
。内
訳
は

０
歳
児
９
人
、１
歳
児
５
人
、２

歳
児
８
人
、３
歳
児
１
人
。保
育

士
不
足
対
策
の
取
組
は
、今
年
度

は「
保
育
士
確
保
緊
急
補
助
事

業
」を
実
施
。

　
認
可・認
可
外
保
育
施
設
利
用

者
は
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
利
用
者
数
は

　
認
可
保
育
園
の
利
用
者
は
１
千

９
１
人
、認
可
外
保
育
施
設
利
用

者
は
１
千
４
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
環
境
美
化
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
の
遅
れ
も
あ

る
中
、本
町
の
学
力
テ
ス
ト
に
つ

い
て
の
方
向
性
は

　
学
校
長
に
意
見
を
求
め
実
施
の

意
向
を
確
認
。児
童
生
徒
の
実
態

に
照
ら
し
、子
ど
も
た
ち
の
学
習

の
定
着
度
を
測
る
尺
度
と
し
て
適

切
で
あ
り
、問
題
自
体
が
読
解
力

を
測
る
上
で
質
の
良
い
良
問
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
、実
施
の
運
び
と

な
っ
た
。

令和４年度に供用開始を予定。１階建て建築費は約８千万円
を上限に検討Ａおおはまおおはま やすこやすこ

大浜 ヤス子 議員大浜 ヤス子 議員

　
隣
接
す
る
住
民
へ
の
説
明
と
工

事
期
間
の
周
知
は

　
近
隣
住
民
・
浜
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
宮
城
区
自
治
会
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
工
事
期
間
は
車
両
の
往
来
が
多

く
な
る
。児
童
生
徒
が
安
心・安
全

な
登
下
校
へ
の
配
慮
は

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
が
最
優

先
。工
事
車
両
の
動
線
を
分
離
す

る
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
。

　
隣
接
す
る
住
宅
と
の
境
、及
び

体
育
館
前
の
植
栽
に
つ
い
て
、空

間
も
必
要
だ
と
思
う
が
移
動
も
で

き
る
か

　
基
本
的
に
は
駐
車
場
の
配
置
を

優
先
し
つ
つ
、隣
接
住
宅
や
体
育

館
と
の
緩
衝
緑
地
と
し
て
の
考
え

方
の
下
、植
栽
の
配
置
を
検
討
し

た
い
。

浜
川
小
学
校
敷
地
内
の
新

た
な
学
童
ク
ラ
ブ
を
問
う

学
力
テ
ス
ト
実
施
は

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

Ｑ 浜川小学校の敷地に設置される放課後児童クラブ
の進捗は

詳しくは動画をCheck

学童クラブの建設が予定されている浜川小学校

「待機児童の解消」と「保育士不足への対応」を求める
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町
内
に
あ
る
公
園
数
と
、そ
の

う
ち
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

公
園
は
い
く
つ
あ
る
か
。ま
た
、ト

イ
レ
未
設
置
の
公
園
の
数
は

　
町
内
に
は
32
か
所
の
公
園
が
あ

る
。そ
の
う
ち
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
公
園
は
15
か
所
、設
置

さ
れ
て
い
な
い
公
園
は
17
か
所
。

　
男
女
共
用
の
ト
イ
レ
が
あ
る
公

園
は
何
か
所
あ
る
か
。ま
た
、和

式・洋
式
の
割
合
は

　
男
女
兼
用
の
ト
イ
レ
は
無
い
。

個
室
の
ト
イ
レ
は
２
４
６
か
所
あ

り
、和
式
が
83
か
所
で
約
34
％
、洋

式
が
１
６
３
か
所
で
約
６６
％
で
あ
る
。

　
和
式
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改

修
が
で
き
な
い
か

　
近
年
の
ト
イ
レ
事
情
を
踏
ま

え
、公
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

検
討
す
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
消
え
か
か
っ
て
い
る「
一
時
停
止

線
」「
横
断
歩
道
」に
の
、沖
縄
警
察

署
に
上
申
し
て
い
る
件
数
は
何
件

あ
る
か

　
引
き
直
し
を
行
う
場
合
は
そ
の

都
度
、沖
縄
警
察
署
と
協
議
を

行
っ
て
引
き
直
し
を
し
て
い
る
。

　
沖
縄
警
察
署
に
上
申
し
、実
際

に
引
き
直
さ
れ
る
ま
で
日
数
は

　
各
地
域
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、現
地
状
況
を
確
認
の
上
、警
察

本
部
に
報
告
し
、実
施
す
る
箇
所

数
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
、引
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
。年

に
３
回
か
ら
４
回
引
き
直
し
を

行
っ
て
お
り
、実
際
に
引
き
直
さ
れ

る
ま
で
３
か
月
か
ら
４
か
月
程
度

か
か
る
。

　
沖
縄
警
察
署
と
協
議
し
、本
町

の
予
算
で
、「
一
時
停
止
線
」「
横
断

歩
道
」を
引
き
直
す
こ
と
が
で
き

な
い
か

　
補
修
の
必
要
が
あ
れ
ば
、常
時
沖

縄
警
察
署
に
実
施
予
定
の
状
況
を

確
認
し
、予
定
が
な
い
場
合
や
時
間

を
要
す
る
場
合
は
、町
の
補
修
事
業

に
含
め
て
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　
桑
江
区
、中
央
保
育
園
前
の
横

断
歩
道
設
置
の
進
捗
状
況
は

　
現
場
調
査
や
自
治
会
等
か
ら
の

意
見
聴
取
を
踏
ま
え
た
上
で
、必

要
性
に
応
じ
て
沖
縄
警
察
署
へ
要

請
。

道
路
行
政
を
問
う

今後はさらに外国人の来庁に配慮した表示板を増設
するＡ 宮里 廣 議員宮里 廣 議員

みやざとみやざと ひろしひろし

答 問答 問答 問

答 問

答 問 答 問

答 問

Ｑ
庁舎玄関入り口付近にマスク着用・検温・除菌を
チェックしています等、日本語・英語で周知案内表
示板の設置を

早急な設置が望まれる横断歩道

詳しくは動画をCheck

町
内
の
公
園
ト
イ
レ
設

置
状
況
は

町内公園トイレをすべて洋式化へ！
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防
衛
局
か
ら
の
案
内
だ
が
、地

域
住
民
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
と
考
え
る
。ま
た
、自

治
会
が
国
有
地
の
有
効
活
用
を
具

体
的
に
取
組
め
る
と
思
う
が
町
の

考
え
は

　
こ
れ
ま
で
砂
辺
区
に
対
し
て
、

公
民
館
周
辺
の
利
便
性
や
有
効
性

の
高
い
国
有
地
の
活
用
に
係
る
自

治
会
会
議
に
参
加
し
、意
向
を
確

認
し
て
き
た
。防
衛
局
に
対
し
て

は
、公
募
を
実
施
す
る
前
に
砂
辺

区
及
び
地
域
住
民
が
優
先
的
に
活

用
で
き
る
優
遇
的
措
置
に
つ
い
て

お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、

明
確
な
回
答
が
な
い
状
況
。ま
た
、

国
有
地
の
用
途
範
囲
は
、広
場
、花

壇
、駐
車
場
等
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
活
用
が
で
き
、自
治
会
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
土
地
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
、町
と
し
て
も
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
町
内
の
状
況
、取
組
は

　
令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
、町

内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
所
は

６
か
所
、町
民
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
決
定
者
数
が
３７
名
、

そ
の
う
ち
町
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
利
用
し
て
い
る
方
は
１０
名
。

本
町
の
取
組
は
、本
人
や
家
族
の

意
向
を
確
認
し
た
上
で
、案
内
を

行
う
ほ
か
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設

立
を
検
討
す
る
事
業
所
に
対
し

て
、本
町
の
傾
向
や
ニ
ー
ズ
等
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
行
事
等
に
取
組
む
中
で
新

た
に
生
じ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

係
る
費
用
を
負
担
で
き
な
い
か

　
学
校
側
か
ら
バ
ス
を
用
い
た
行

事
へ
の
対
応
策
を
求
め
る
声
が
高

く
、現
在
、バ
ス
増
便
に
伴
う
費
用

負
担
の
軽
減
等
を
検
討
中
。保
護

者
に
経
済
的
負
担
が
大
幅
に
増
え

る
こ
と
が
無
い
よ
う
、学
校
側
と

連
携
し
、対
応
策
を
図
る
。

早めの改修を必要とする箇所から順に洋式化を促進していくＡとぐちとぐち まさしまさし

渡久地 政志 議員渡久地 政志 議員

　
各
小
中
学
校
の
洋
式
化
率
は

　
各
小
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
の
状

況
は
、洋
式
化
率
が
７７
・
３
％
。中

学
校
は
洋
式
化
率
が
８４
・
４
％
。

　
現
在
あ
る
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋

式
ト
イ
レ
に
改
修
可
能
か
伺
う

　
段
階
的
に
改
修
工
事
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
、令
和
元
年
度
は
中

学
校
で
７
基
、今
年
度
は
、小
学
校

で
４
基
、中
学
校
で
４
基
を
洋
式

便
器
に
改
修
予
定
。今
後
は
、学
校

側
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、早
め

の
改
修
を
必
要
と
す
る
箇
所
か
ら

順
に
、洋
式
化
を
促
進
。

町
立
小
中
学
校
ト
イ
レ
改

修
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は

国
有
地
の
個
人・民
間
へ
の

有
償
使
用
許
可
を
問
う

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
つ
い
て

答 問答 問

答 問

答 問

Ｑ 小中学校の和式トイレを洋式トイレに改修可能か

詳しくは動画をCheck

現在、資材置場として活用されている砂辺国有地

早めの改修を望む小中学校のトイレ

答 問

一

般

質

問
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特
別
給
付
金
の
給
付

率
は
何
％
か
伺
う

　
９９
・
３
％
の
給
付
率
と

な
っ
て
い
る
。

　
小
規
模
事
業
者
等
緊

急
支
援
金
交
付
事
業
の

対
象
事
業
者
数
、申
請

数
、交
付
決
定
数
は

　
想
定
し
た
事
業
者
数

は
６
６
０
件
、申
請
は
４

３
０
件
、交
付
決
定
は
３

７
４
件
。

　
リ
モ
ー
ト
授
業
の
配

信
可
能
な
環
境
整
備
を

し
、リ
モ
ー
ト
学
習
、分

散
登
校
な
ど
、学
び
の
環

境
整
備
を
早
期
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
所
見
は

　
学
び
の
保
障
に
つ
い
て
１
人
１

台
端
末
の
早
期
実
現
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
整
備
に
取
組

む
。ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
未
整
備

家
庭
へ
の
改
題
解
決
に
向
け
て
調

査
検
討
す
る
。

　
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
手
段
と

し
て
那
覇
市
で
実
施
の「
那
覇
と

ま
ー
る
ク
ー
ポ
ン
」の
様
な
事
業

は
で
き
な
い
か

　
商
工
会
へ
の
補
助
事
業
、プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
を
着
実
に
実
施
す
る

支
援
を
し
た
い
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
台
風
災
害
等
対
策
に
つ
い
て

　
町
営
栄
口
団
地
方
面
の
接
続
口

に
リ
モ
コ
ン
式
カ
ー
ゲ
ー
ト
を
設

置
し
車
両
の
往
来
制
限
を
求
め
る

が
所
見
を
伺
う

　
供
用
開
始
前
の
規
制
は
困
難
だ

が
、開
始
後
の
交
通
状
況
を
確
認

し
検
討
す
る
。

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
係
る
緊
急

合
同
点
検
後
の
課
題
と
取
組
は

　
教
育
委
員
会
を
中
心
に
実
施

し
、学
校
や
保
護
者
の
声
を
確
認
。

こ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
注

意
看
板
の
設
置
及
び
、ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
路
面
標
示
、滑
り
止
め

舗
装
、歩
車
分
離
式
信
号
、ゾ
ー

ン
３０
の
設
定
等
の
対
策
を
し
た
。

　
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
取
組
は

　
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
調
整
を

進
め
、調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

　
感
染
者
情
報
を
本
町
が
公
表

し
な
い
理
由
は
何
か
。ま
た
、公

表
に
至
る
基
準
が
あ
る
の
か

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
対
処
方

針
等
に
基
づ
き
、町
民
個
人
の
感

染
に
つ
い
て
公
表
し
な
い
こ
と
を

決
定
し
て
い
る
。し
か
し
、公
共
施

設
で
の
感
染
に
お
い
て
は
拡
大
を

防
ぐ
観
点
よ
り
公
表
す
る
場
合
が

あ
る
。

防
災
拠
点
整
備
事
業
の
安

全
対
策
を
問
う

ゾ
ー
ン
設
定
の
進
捗
は

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
問
う

各種安全対策、安全確保に努めるＡ 高安 克成 議員高安 克成 議員

たかやすたかやす かつなりかつなり

答 問答 問答 問

答 問

答 問

答

答 問

答

問

Ｑ 防災拠点整備事業への懸念が、住民より請願と
なって示されたが所見は

詳しくは動画をCheck

リモート学習など学びの環境整備を早急に

安全安心な運用が求められる防災拠点事業

問

一

般

質

問
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雑
と
の
声
で
商
工
会
で
は
申
請
手

続
き
の
支
援
を
行
う
た
め
、相
談

窓
口
を
設
置
。９
月
２
日
現
在
で

40
件
程
度
の
相
談
を
受
け
て
い

る
。商
工
会
で
は
申
請
に
必
要
な

確
認
事
項
、書
類
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
後
、申
請
者
自
身
で
宜
野
湾
市

の
ラ
グ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
、読
谷

村
の
残
波
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
設

置
さ
れ
て
い
る
国
の
サ
ポ
ー
ト
相

談
窓
口
で
最
終
確
認
を
行
っ
て
い

る
。申
請
窓
口
が
本
町
で
は
な
い
。

申
請
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
。

　
新
生
児
へ
の
定
額
給
付
金
を
検

討
で
き
な
い
か

　
様
々
な
方
々
の
意
見
を
聞
き
、

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
公
的
支
援
の

必
要
性
を
多
角
的
に
見
極
め
な
が

ら
、財
源
も
含
め
総
合
的
に
対
策

を
図
っ
て
い
く
。

　
子
供
の
予
防
接
種
は
予
定
ど
お

り
進
ん
で
い
る
か
伺
う

　
対
象
者
及
び
保
護
者
が
定
期

予
防
接
種
を
控
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、引
き
続
き
関
係
機
関
と
も

連
携
し
て
十
分
な
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

●
キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
返
還
に
つ

い
て

等
も
検
討
す
る
。

　
家
賃
補
助・慰
労
金
等
の
事
業

者
へ
の
周
知
、申
請
サ
ポ
ー
ト
の

件
数
、申
請
数
、説
明
会
の
回
数
、

場
所
は

　
家
賃
補
助
・
慰
労
金
等
の
事
業

者
へ
の
独
自
の
説
明
会
は
実
施
し

て
な
い
。家
賃
支
援
給
付
金
は
、本

町
及
び
北
谷
町
商
工
会
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、チ
ラ
シ
等
に
よ
る
周
知
活

動
は
行
っ
て
い
る
が
、手
続
き
が
複

ウェブ上に特設サイトを設け、リモート開催による「北谷町平
和祈念祭」を実施する予定Ａなかちなかち やすおやすお

仲地 泰夫 議員仲地 泰夫 議員

　
戦
争
の
実
相
を
後
世
に
伝
え
残

す
た
め
に
証
言
記
録
や
画
像
、映

像
を
保
存
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、ど
の
程
度
の
資
料
が
ど
の
よ

う
な
形
で
残
っ
て
い
る
か
、又
戦

争
経
験
の
な
い
世
代
へ
ど
う
伝
え

残
し
て
い
く
の
か

　
北
谷
町
史
編
纂
時
に
収
録
し
た

戦
争
体
験
者
記
録
、聞
き
取
り
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
約
３
５
０
本
を
町

公
文
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い

保
管
。今
年
度
の
北
谷
町
平
和
祈

念
祭
事
業
で
、戦
争
体
験
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
・
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の

制
作
を
実
施
。制
作
す
る
映
像
コ

ン
テ
ン
ツ
は
、平
和
推
進
事
業
及

び
平
和
学
習
等
で
活
用
し
て
い

く
。

　
平
和
ガ
イ
ド
の
育
成
を
問
う

　
広
島
・
長
崎
の「
平
和
学
習
派
遣

事
業
」に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
を
、

平
和
継
承
の
人
材
と
し
て
育
成

し
、今
後
も
本
町
の
平
和
推
進
事

業
へ
関
わ
り
、平
和
ガ
イ
ド
等
を

担
っ
て
い
け
る
よ
う
検
討
。ま
た
、

生
涯
学
習
講
座
の
一
環
と
し
て
、

町
内
戦
跡
遺
構
巡
り
を
併
せ
た

「
平
和
ガ
イ
ド
育
成
講
座
」の
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

平
和
行
政
に
つ
い
て

答答 問問

答 問

答 問答 問

Ｑ 今年度の平和祈念祭開催は

詳しくは動画をCheck

平和学習派遣事業に参加する生徒たち

予定通り予防接種は受けましょう

一

般

質

問
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答

平和ガイド育成講座の実施を検討。戦争の体験談を聞
き取りし、平和学習のプログラムとして活用したいＡ 仲栄真 惠美子 議員仲栄真 惠美子 議員

なかえまなかえま えみこえみこ

住
環
境
整
備
に
つ
い
て

平
和
行
政
を
問
う

Ｑ
戦争の体験談を聞いた方の調査やガイドの育成も
合わせて出来ないか

詳しくは動画をCheck

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●
北
谷
町
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
に
つ
い
て

　
台
風
８
号
に
伴
う
大
雨
の
影
響

に
つ
い
て

①
冠
水
道
路
、冠
水
状
況
は
②
栄

口
区
内
の
住
宅
冠
水
被
害
は
③
消

防
建
設
用
地
の
新
し
く
予
定
さ
れ

て
い
る
道
路
接
続
口
へ
の
濁
流
の

実
態
や
被
害
状
況
は

　
①
町
道
で
北
谷
高
校
前
線
、団

地
９
号
線
、国
道
及
び
県
道
は
、

県
道
沖
縄
北
谷
線（
国
体
道
路
）、

国
道
58
号
の
道
路
冠
水
を
確
認
。

②
民
有
地
の
た
め
、町
が
対
策
を

図
る
事
は
難
し
く
、周
辺
住
民
へ

の
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

行
っ
て
い
く
③
一
時
的
に
道
路
建

設
中
の
仮
設
排
水
に
詰
ま
り
を
起

こ
し
て
い
た
が
、排
水
清
掃
を
実

施
し
改
善
を
行
い
、周
辺
住
宅
へ
の

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
町
内
道
路
整
備
に
つ
い
て

①
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
た

道
路
は
②
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
北
谷

町
で
の
設
置
方
針
は

　
①
学
校
を
中
心
に
半
径
５
０
０

メ
ー
ト
ル
程
度
の
全
て
の
通
学
道

路
が
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
対
象
区

域
。町
立
４
小
学
校
全
て
の
地
域

に
、ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
置
②
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
等
と
の
整
合
性
等

を
考
慮
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て

い
る
。

　
平
和
ガ
イ
ド
育
成
に
つ
い
て

聞
き
取
り
調
査
の
進
捗
状
況
と
現

状
を
伺
う

　
今
年
は
、沖
縄
戦
後
75
年
と
な

り
、戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
等
の

理
由
か
ら
、直
接
戦
争
体
験
者
の

話
を
聞
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
。

「
北
谷
町
平
和
祈
念
祭
事
業
」の
中

で
、
戦
争
体
験
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
・
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作

を
実
施
。現
在
は
、体
験
者
の
選
定

を
行
い
、制
作
業
者
と
収
録
作
業

を
進
め
、映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、本

町
の
平
和
推
進
事
業
及
び
平
和
学

習
等
で
活
用
し
た
い
。

　
親
や
祖
父
母
な
ど
か
ら
戦
争
の

体
験
談
を
聞
い
た
方
の
調
査
や
ガ

イ
ド
の
育
成
も
合
わ
せ
て
同
時
に

行
い
伝
承
と
い
う
形
で
平
和
ガ
イ

ド
の
育
成
に
協
力
依
頼
出
来
な
い

か　
平
和
ガ
イ
ド
育
成
は
、こ
れ
ま

で「
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣

事
業
」に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
を

平
和
継
承
の
人
材
と
し
て
育
成

し
、今
後
も
平
和
推
進
事
業
へ
関

わ
り
、平
和
ガ
イ
ド
等
を
担
っ
て
い

け
る
よ
う
検
討
し
た
い
。ま
た
、生

涯
学
習
講
座
の
一
環
と
し
て
、町

内
戦
跡
遺
構
巡
り
を
併
せ
た「
平

和
ガ
イ
ド
育
成
講
座
」の
実
施
等

も
検
討
し
て
い
く
。今
後
は
、町
の

平
和
推
進
事
業
の
中
で
、親
や
祖

父
母
な
ど
か
ら
、戦
争
の
体
験
談

を
聞
き
取
り
し
、平
和
学
習
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

答 問

答 問答 問

北谷町でもキッズゾーンの設置を望む

砂辺クマヤーガマの平和ガイド

問

キッズゾーン

一

般

質

問
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況
は
到
底
看
過
で
き
ず
、県
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、安
全
・
安
心

な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

米
軍
基
地
の
計
画
的
・
段
階
的
な

整
理
・
縮
小
は
重
要
な
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
。

　返
還
す
る
前
に
、米
軍
と
信
頼

関
係
を
築
き
、共
存
共
生
の
街
づ

く
り
を
行
う
考
え
は
な
い
か

　
現
在
ま
で
に
米
軍
か
ら
協
力
が

あ
り
災
害
時
に
お
け
る
避
難
協
定

の
締
結
や
軍
関
係
者
や
交
通
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
画
が
あ
る
。返
還
跡
地
関

連
で
、県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
に

係
る
円
滑
な
立
入
調
査
実
施
や

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
返
還
前
に
文
化

財
調
査
の
た
め
の
立
入
調
査
実
施

等
で
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。日

米
地
位
協
定
や
決
定
権
者
の
関
係

で
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
事
案
も

あ
る
が
、引
き
続
き
情
報
交
換
で

き
る
関
係
を
維
持
し
て
い
く
。

　在
日
米
軍
基
地
で
働
く
日
本

人
従
業
員
と
在
沖
米
軍
基
地
で
働

く
日
本
人
従
業
員
及
び
、北
谷
町

在
住
の
日
本
人
従
業
員
の
総
数
は

　
沖
縄
防
衛
局
か
ら
の
情
報
で

は
、令
和
２
年
７
月
末
現
在
、在

日
米
軍
基
地
で
働
く
日
本
人
従
業

員
の
総
数
は
２
万
５
千
９
４
５

人
。そ
の
う
ち
、在
沖
米
軍
基
地
で

働
く
日
本
人
従
業
員
総
数
は
８
千

９
６
０
人
で
北
谷
町
在
住
の
日
本

人
従
業
員
総
数
は
５
８
９
人
。

　沖
縄
の
米
軍
基
地
に
つ
い
て
本

町
の
見
解
を
伺
う

　
県
の
米
軍
基
地
は
、復
帰
後
、若

干
返
還
さ
れ
た
と
は
い
え
、戦
後

75
年
を
経
た
今
日
、国
土
面
積
の

わ
ず
か
０
・
６
％
に
過
ぎ
な
い
狭

あ
い
な
本
県
に
、在
日
米
軍
専
用

施
設
面
積
の
約
70
・
３
％
の
米
軍

基
地
が
集
中
し
、県
民
は
過
重
な

基
地
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、米
軍
基
地
か
ら
派
生
す

る
環
境
汚
染
や
騒
音
被
害
並
び
に

軍
人
、軍
属
等
に
よ
る
事
件
・
事
故

や
犯
罪
及
び
地
域
住
民
と
の
生
活

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
、県
民
へ
大
き
な

不
安
と
、日
常
生
活
へ
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。こ
の
様
な
状

令和2年6月末現在で沖縄地区本部組合員は5,438人
沖縄駐留軍労働組合人数は116人Ａ 又吉 朋和 議員又吉 朋和 議員

またよしまたよし ともかずともかず

答 問

在
日
米
軍
基
地
従
業
員
に

つ
い
て

沖
縄
の
米
軍
基
地
に
つ
い

て
問
う

答 問

答 問

Ｑ 全駐留軍労働組合員の人数は

詳しくは動画をCheck

沖縄県の基地の現状は!?（「沖縄の米軍基地」より）

返
還
予
定
の
米
軍
基
地
の

街
づ
く
り
は
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９
件
、支
給
件
数（
認
定
者
）が
８

２
３
人
、
就
学
援
助
率
が
26
・

６
％
。直
近
の
状
況
は
、令
和
２
年

８
月
末
現
在
で
、申
請
件
数
が
９

５
８
件
、支
給
件
数（
認
定
者
）が

８
３
１
人
、就
学
援
助
率
が
２７
・

２
％
。

　児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
就

学
援
助
支
給
件
数
と
就
学
援
助

率
は

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
あ
っ

て
も
、他
の
要
件
で
認
定
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、正
確
な
人

数
を
把
握
は
で
き
な
い
。令
和
２

年
８
月
末
現
在
に
お
い
て
、児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
支
給
認
定
さ
れ
た
児

童
生
徒
が
３
５
６
人
。就
学
援
助

を
受
け
て
い
る
方
の
４３
・
７
％
。

　学
校
給
食
で
使
用
す
る
食
材
の

国
産
品
使
用
率
と
県
産
品
使
用

率
を
伺
う

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、国

産
品
の
使
用
率
は
統
計
を
と
っ
て

い
な
い
。食
材
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、国
産
品
が
基
本
。県
産
品
で

は
、地
産
地
消
の
観
点
か
ら
県
内

市
町
村
の
農
産
物
等
を
優
先
的
に

使
用
、令
和
元
年
度
の
実
績
で
は
、

県
産
品
の
使
用
率
は
６７
・
１
％
と

な
っ
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

つ
い
て

５
千
円
を
減
免
）

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

券
１
万
５
千
円
分
を
配
付
し
、

セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
）

⑤
病
児
保
育
事
業（
住
民
税
非
課

税
か
つ
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対

し
て
減
免
）

　県
と
本
町
の
申
請
件
数
、支
給

件
数
、就
学
援
助
率
は

　
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
就
学

援
助
実
施
状
況
等
調
査
の
結
果
、

平
成
30
年
度
の
県
の
就
学
援
助
の

支
給
件
数（
認
定
者
）が
３
万
５

千
９
１
２
人
、就
学
援
助
率
24
・

7
％
で
、申
請
件
数
は
把
握
し
て

な
い
。本
町
は
、申
請
件
数
が
９
７

平成30年度の実態調査では922世帯、出現率は8.19％Ａしんがきしんがき ちあきちあき

新垣 千秋 議員新垣 千秋 議員

　本
町
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
就

業
支
援
の
取
組
は

　
就
職
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
へ
は
、児

童
扶
養
手
当
現
況
届
手
続
き
時
に

本
町
担
当
者
が
就
職
支
援
情
報
の

案
内
を
し
て
い
る
。

　ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
本
町
の

主
な
支
援
と
取
組
み
内
容
を
伺
う

　
主
に
以
下
の
５
点
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

①
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
認
可
外
保
育

施
設
利
用
料
補
助
事
業

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料

金
の
減
免（
月
額
利
用
料
か
ら

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
支
援

は

学
校
給
食
に
つ
い
て

就
学
援
助
を
問
う

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

Ｑ 本町のひとり親家庭の世帯数と出現率は

詳しくは動画をCheck
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軍
普
天
間
基
地
を
早
期
に
閉
鎖
・

撤
去
し
沖
縄
県
民
の
民
意
で
あ
る

県
外
・
国
外
移
設
を
尊
重
し
、国
が

辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
を
断
念

す
る
ま
で
今
後
も
粘
り
強
く
反
対

す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、ス
ト
レ
ス

か
ら
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
な
が

る
事
が
懸
念
さ
れ
る
。本
町
の
虐

待
防
止
策
に
つ
い
て
伺
う

　
児
童
虐
待
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、主
に
次
の

４
つ
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。子

ど
も
の
見
守
り
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
、保
育
の
登
園
自
粛
要
請

対
象
か
ら
の
除
外
、要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
の
対
策
、養
育

支
援
訪
問
事
業
の
対
策
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た

重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
助

成
の
対
象
施
設
及
び
、現
物
給
付

の
導
入
を
県
に
求
め
る
考
え
が
あ

る
か

　
沖
縄
県
の
公
表
で
は
、当
該
自

動
償
還
方
式
の
対
象
施
設
は
、令

和
２
年
８
月
現
在
で
１
千
５
３

６
機
関
。医
療
費
の
現
物
給
付
は
、

役
場
で
の
手
続
が
不
要
の
た
め
、

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
寄
与

す
る
と
同
時
に
、受
給
者
が
経
済

的
な
負
担
を
気
に
す
る
こ
と
な
く

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
。重
度

障
が
い
者
の
病
気
予
防
や
疾
病
の

重
症
化
予
防
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
が
、自
動
償
還
方
式
が
ス

タ
ー
ト
し
て
、ま
だ
１
年
６
か
月

と
短
期
間
で
あ
る
。自
動
償
還
方

式
に
係
る
効
果
の
検
証
、対
象
者

か
ら
の
要
望
の
有
無
及
び
他
市
町

村
の
状
況
等
を
注
視
し
つ
つ
、調

査
検
討
し
て
い
く
。

町立保育所に勤務する職員は公務員であることから
他の職員との公平性の観点から除くことと決定Ａ 宮里 歩 議員宮里 歩 議員

みやざとみやざと あゆみあゆみ

答 問答 問

国
政
と
在
沖
米
軍
基
地

問
題
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は

福
祉
行
政
を
問
う

Ｑ 保育士等に対し慰労金の支給を行なっているが
町立保育所も対象にできないか

詳しくは動画をCheck

役場1Fで開催！オレンジリボン運動(子ども虐待防止)パネル展

　
産
婦
は
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
に
追

わ
れ
る
な
ど
心
身
と
も
に
体
調
を

崩
し
や
す
く
な
る
。産
後
の
健
康

経
過
を
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ

う
健
康
診
査
の
公
費
負
担
が
で
き

な
い
か
。ま
た
、産
後
ケ
ア
に
つ
い

て
の
計
画
は

　
産
婦
健
康
診
査
及
び
産
後
ケ
ア

に
つ
い
て
は
、現
在
は
実
施
し
て
い

な
い
。他
市
町
村
の
情
報
収
集
を

行
い
な
が
ら
、今
後
の
早
期
実
施

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
新
基
地
建
設
反
対
の
立
場
を

表
明
し
て
い
る
町
長
の
所
見
は

　
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
は
、復
帰

後
、若
干
返
還
さ
れ
た
と
は
い
え

戦
後
75
年
を
経
た
今
日
、国
土
面

積
の
わ
ず
か
０
・
６
％
に
過
ぎ
な

い
。狭
あ
い
な
本
県
に
在
日
米
軍

専
用
施
設
面
積
の
約
７
０
・
３
％

の
米
軍
基
地
が
集
中
し
て
お
り
、

新
基
地
建
設
に
よ
る
更
な
る
基
地

負
担
の
増
加
は
到
底
容
認
で
き
な

い
。建
白
書
の
方
針
に
基
づ
き
、米

答 問答 問
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町
道
浜
川
千
原
線
と
町
道
宮

城
４
号
線
の
交
差
点
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
は

　
現
地
の
埋
設
物
や
側
溝
等
の
状

況
確
認
を
行
っ
た
。現
在
、設
置
場

所
、施
工
方
法
の
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

　
宮
城
区
と
砂
辺
区
を
結
ぶ
海

岸
線
の
放
置
車
両
対
策
の
進
捗
状

況
は

　
海
岸
線
に
放
置

車
両
が
２
台
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。１
台
は
、北

谷
町
放
置
自
動
車

の
発
生
の
防
止
及

び
適
正
な
処
理
に

関
す
る
条
例
に
基

づ
き
廃
棄
物
認
定

及
び
告
示
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、残

り
の
１
台
は
、所

有
者
を
特
定
撤
去

に
向
け
て
調
整

中
。

　
台
風
８
号
の
被
害
に
よ
り
ア
ル

ト
ゥ
ー
レ
美
浜
の
前
の
道
路
が
冠

水
し
た
。早
急
な
対
策
は

　
道
路
の
街
渠
桝
に
堆
積
し
て
い

る
土
砂
を
除
去
し
た
。今
後
、排
水

処
理
の
状
況
を
確
認
し
た
い
と
考

え
る
。

を
確
定
す
る
こ
と
④
今
後
の
汚
染

物
質
処
理
に
関
す
る
対
応
措
置
を

す
る
こ
と
。国
は
、廃
棄
物
混
じ
り

土
に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
は
、沖
縄

防
衛
局
が
責
任
を
持
っ
て
負
担
す

る
こ
と
を
お
お
む
ね
合
意
し
て
い

る
。

　
町
道
宮
城
１
号
線
と
宮
城
３
号

線
前
の
交
差
点
に
、カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、英
語
版
標
識
、駐
車
禁
止

設
置
の
進
捗
状
況
。及
び
、浜
川

小
学
校
正
門
前
付
近
に
、明
確
に

認
識
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
標
識
、ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
標
識
の
設
置
を
求

め
る
が
所
見
は

　
交
差
点
や
小
学
校
正
門
前
付

近
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
各
標

識
等
の
設
置
及
び
、駐
車
禁
止
の

規
制
を
道
路
管
理
者
や
沖
縄
警

察
署
と
協
議
し
な
が
ら
交
通
安
全

対
策
を
進
め
て
い
く
。

国に対し町民に不利益が生じないよう責任をもった対策を求
めるＡきゆなきゆな ちょうけいちょうけい

喜友名 朝哲 議員喜友名 朝哲 議員

　
上
勢
頭
で
土
壌
汚
染
と
分
か
ら

ず
家
を
建
て
た
方
々
が
い
る
が
、

今
後
の
本
町
の
対
策
を
問
う

　
平
成
27
年
11
月
17
日
に
沖
縄
防

衛
局
へ
次
の
４
つ
の
要
請
を
行
っ
て

お
り
、国
は
そ
の
実
施
を
約
束
し

て
い
る
。

①
当
該
敷
地
地
権
者
の
土
地
利
用

に
対
す
る
意
向
を
尊
重
し
、不
利

益
と
な
ら
な
い
措
置
を
と
る
こ
と

②
周
辺
住
民
に
対
し
調
査
結
果
及

び
汚
染
物
質
に
係
る
説
明
会
の
実

施
を
す
る
こ
と
③
土
壌
汚
染
範
囲

上
勢
頭
住
宅
地
の
土
壌
汚

染
問
題
は

防
犯
防
災
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
を
問
う

答 問

答 問
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Ｑ 上勢頭住宅地の土壌汚染問題は

不利益が生じないよう責任をもった対策を望む

詳しくは動画をCheck

冠水したアルトゥーレ美浜前の交差点

カーブミラーと
英語版標識を!

一

般

質

問
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北谷町議会事務局☎（098）936-3382　　FAX（098）936-9712
ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

「手話通訳」「補聴装置」ご利用になれます

インターネット配信もしています

詳しくは

前回の夏号で議会だよりは記念すべき100号目を迎えました。
25年間、お引き立て頂き心より感謝申し上げます。
そして、今回の１０１号目からまた新たに歩み始めます。
今年から議会のインターネット動画配信もスタートし、

ＱＲコードを読み取るとすぐに定例会などを見ることが出来ます。
議会が見える、議会が分かる

そんな、議会だよりでありたいと思います。

今年から北谷町議会の

動画配信をスタートしました。

各ページそれぞれの

QRコードを読み取ると

すぐに一般質問の動画も見られます。

ぜひご覧ください。

編集後記

議会を傍聴しませんか

議会をスマホから

「議会だより」も次のステージへ

令和２年１２月8日（火）から開催予定

議会広報調査特別委員会副委員長　玉城靖規
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